
河
内
園
府
肥
後
轟
貝
塚
等
に
て
護
掘
ぜ
る
人
骨

に
就
て
報
じ
併
ぜ
て
石
器
時
代
の
住
民
に
及
ぶ

醤

事

博

士

鈴

木

文

太

郎

余
は
大
正
六
年
六
月
本
事
文
科
大
事
の
演
回
数
授
の
一
行
に
随
ひ
、
同
僚
足
立
博
士
吉
倶
に
、
其
後
鳥
居
龍

誠
氏
後
掘
に
係
る
小
金
井
博
士
調
査
(
人
類
皐
雑
誌
第
三
十
二
審
第
十
二
競
「
河
内
国
道
明
寺
大
字
国
府
宇
乾

の
石
器
時
代
遺
跡
よ
り
稜
掘
せ
る
人
骨
に
就
い
て
」
)
の
人
骨
を
採
集
せ
ら
れ
た
る
さ
同
一
地
黙
に
於
け
る
費

• 

掘
に
参
加
し
、
同
じ
く
人
骨
を
採
集
し
.
叉
周
年
五
月
熊
本
牒
宇
土
郡
轟
村
貝
塚
に
て
同
地
方
鹿
の
特
別
の
厚

意
さ
熊
本
書
専
の
川
上
、
山
崎
雨
事
士
の
案
内
さ
助
力
さ
に
由
り
人
骨
を
採
集
し
、
現
に
南
者
は
京
都
島
科
大

事
解
剖
曲
学
教
室
に
所
戒
す
、
其
他
に
猶
ほ
京
都
文
科
大
事
に
大
正
四
年
六
月
文
亭
士
内
田
寛
一
氏
の
備
中
園

浅

口

郡

西

大

島

村

津

雲

貝
塚
に
で
接
掘
せ
る
人
骨
あ
り
、
此
人
骨
の
一
部
は
銑
に
松
本
彦
七
郎
氏
が
動
物
事

雑
誌
(
第
二
十
入
港
)仁

津

芸

人

荷

さ

命

名

し

数

次

記

述

せ

る

も

の

さ

同

一

所

に

於

て

費

見

せ

る

も

の

な

b

z

一
冨
ふ
.

余
が
今
・
愛
仁
以
上
皐
げ
た
る
人
骨
に
就
て
報
壱
ん
ざ
す
る
に
際
し
強
め
諒
知
を
得
ん
ご
す
る
は
、
只
其
一

部
の
骨
髄
の
概
報
じ
止
む
る
に
あ
り
.
貫
は

此

等

人

骨

の

全

般

仁

渉

り

記

述

せ

ん

に

は

先

づ

十

分

な

る

比

較

資

料

の

準

備

を

要

す

る

も
.
余
の
現
下
の
事
情
は
到
底
夫
れ

の
み
に
波
頭
を
容
さ
h
v

る
が
錦
め
な

b
.

図
府
及
車
輔
の
人
骨

ム，、



図

府

及

皿

輔

の

人

骨

占，、

熊

本

牒

宇

土

郡

轟

村

に

て

獲

た

る

主

要

な

る

も

の

は

該

地

貝

塚

に

て

余

射

ら

費

掘

せ

る

も

の

な

り

‘

此

人

骨
は
男
女
の
ニ
掘
さ
是
よ
り
以
前
に
同
一
地
に
て
川
上
、
山
崎
南
氏
の
援
見
せ
ら
れ
た
る
頭
骨
破
片
.
肢
骨
某

他

同

地

小

事

校

仁

在

り

た

る

も

の

等

若

干

て

あ

り

、

内

男

骨

は

頭

益

を

除

け

ば

殆

ん

ざ

全

身

の

も

の

具

足

し

女
骨
は
頭
益
の
一
部
は
復
奮
す
る
を
得
た
る
も
、
残
像
は
多
く
破
片
じ
し
て
、
僅
か
に
肢
骨
の
一
部
具
存
す
る

に
過
ぎ
子
、
概
し
て
同
地
採
集
の
人
骨
は
男
女
倶
に
遺
構
繊
弱
な
り
、
男
骨
じ
就
て
は
頭
骨
、
手
骨
及
び
足
骨
を

除
け
ば
‘
殆
ん
ざ
計
測
せ
る
も
、
調
比
資
料
を
快
〈
を
円
以
て
.
A
1
は

其

一

部

の

数

を

示

す

に

止

む

河
内
国
国
府
の
も
の
は
男
骨
一
躯
、
他
に
二
躯
若
し
く
は
三
躯
の
混
合
仁
し
て
性
別
、
所
属
な
ざ
十
分
判
然

な
ら
子
、
頭
骨
は
総
べ
て
僅
か
に
破
片
を
残
す
に
過
ぎ
ぎ
る
も
、
鈴
は
主
ざ
し
て
肢
骨
を
存
す
、
其
遺
構
は
蹴
し

て
回
強
な
り
。

備
中
津
雲
貝
塚
の
も
の
は
頭
骨
三
個
の
他
、
躯
幹
骨
、
肢
骨
約
一
躯
分
ゐ
り
、
恐
ら
く
三
個
の
頭
骨
中
の
一
個

は

此

の

躯

幹

骨

等

さ

同

一

睡

の

も

の

な

ら

ん

さ

察

す

、

頭

骨

は

土

壊

さ

塊

結

せ

る

ま

〉

な

り

し

も

綿

て

余

の

手
に
て
復
奮
せ
り
、
而
し
て
頭
骨
中
其
一
は
老
年
者
(
表
中

B

f」
記
せ
る
も
の
)
の
も
の
に
し
て
矢
朕
縫
合
及
び

三

角

縫

合

の

一
部
共
に
杜
塞
せ
る
が
鵡
め
、
能
〈
土
中
に
あ
り
て
破
壊
す
る
こ
さ
な
く
、
頭
益
の
概
形
を
保
全

せ
る
も
、
基
底
部
は
全
く
破
壊
快
損
し
、
其
二
は
鮭
年
者
(
表
中

A

さ
記
せ
る
も
の
)
の
も
の
に
し
て
上
下
よ
り
痛

/
 

〈
魅
せ
ら
れ
、
顧
頂
骨
は
破
擢
し
、
頭
益
睦
内
に
陥
渡
し
.
基
底
部
も
亦
腔
内
に
混
入
し
、
額
顕
部
は
外
方
に
排
出

し
、
辛
〈
復
奮
を
行
ひ
た
る
も
、
到
底
信
子
る
に
足
る
べ
き
計
測
を
施
す
能
は
子
、
其
三
は
猶
ほ
破
擢
快
損
の
度

甚
し
く
、
只
肢
骨
中
少
し
く
完
全
な
る
も
の
あ
り
、
骨
憾
の
遺
構
は
概
し
て
強
大
な
り
。

以
上
の
諸
骨
を
集
め
其
内
よ
り
稿
々
計
測
に
通
す
る
も
の
を
選
ぴ
、
左
記
の
敷
表
を
編
成
せ
り
、
さ
れ
ざ
頭
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骨
の
如
き
形
賦
不
完
全
に
し
て
其
僅
か
に
一
二
過
ぎ
子
、
叉
下
齢
骨
、
肢
骨
等
の
如
き
殆
ん
ざ
数
片
に
折
損
せ

ざ
る
な
く
、
総
て
人
工
を
加
へ
接
合
せ
る
も

の

に
し
て
、
其
計
測
裁

の
如

き

必

し

も

正

確

を

期

す

べ
か
ら
ざ
る

や

固

よ

り

な

り

、

叉

劃

比

資

料

ざ

し

て

は

主

ご

し

て

余

が

京

都

解

剖

事

教

室

の

標

本

に

就

て

弟

ら

計

測

せ

る

も
の
に
嬢
る
、
但
し
頭
骨
を
除
く
、
印
ち
二
十
二
乃
至
五
十
六
歳
の
男
、
二
十
乃
至
五
十
四
歳
の
女
各
三
十
人
の

平
均
中
教
に
し
て
、
某
詳
細
は
余
が
著
人
種
系
統
解
剖
事
第
一
容
を
奉
照
せ
よ
.
又
表
の
数
字
中
特
に
本
報
告

を
草
す
る
が
矯
め
、
四
捨
五
入
の
換
算
を
な
せ
る
も
の
あ
れ
ば
.
一
二
の
盤
動
あ
る
を
諒
せ
ら
れ
た
し
、
又
余
が

所
計
の
標
本
の
原
籍
地
に
就
て
は
、
除
り
に
信
を
措
く
に
足
ら
ぎ
る
も
.
参
考
さ
し
記
す
る
さ
き
は
、
山
城
三
十

五
人
、
大
和
六
人
、
紀
伊
迂
江
各

三

人
.
俄
は
直
々
た
り
‘
又
余

の
計
測
中
若
し
く
は
従
来
諸
氏
の
報
告
中
、
劃
比
を

快
く
も
の
は
、
今
は
補
充
の
逗
な
〈
.
其
不
備
を
告
白
し
.
後
来
の
研
究
に
待
つ
の
他
な
し
、
現
代
ア
イ
ノ
人
に
閲

す
る
数
字
は
.
余
は
何
等
の
経
験
な
〈
、
全
然
小
金
井
博
士

の
計
測
数
じ
懐
る
。

図

府

及

読

の

入

管

六
五
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第一袋 Table 1. 

ーを

開 骨 部 '冷 ~ 守 現 代日本人 現代アイヌ Cranium A B 
女 男 男 男 女 男 女

最大長径 16パ (1リ81) H9 17対，4 11;¥1，5 18¥8 177，包 Gro'ste Hirnsch誌dellange

最大幅径 }:l:l I.JA 141，1 ];1 ~，円 141，? 130，吋 G ro.ste Hirnschadelbreiω 

$ 数 'j~)，ヨ 71;，2 .9，2 付1，:; i G，ラ 77，6 L:ingenbreitenindex 

ヰ 1臨 118 (115 ? i 109 11(l，:l 115，0 Ohrhohe 

地平鳳廻 4(l0 540 50"，8 4"7，1; 52J35 :;01，7 Horizontalumfang 

前頭最小幅 88 100 113 91，8 92，9 93，~ ¥12， I Kleinste Stirnbreite 

上鰐幅 9;" 103 98，3 9J，6 一 Mittelgesichtsbreite 
上顔面高 66 68 70，3 6G，'1 69，8 ()5~5 Obergesichtshohe 

五t 可t司"，. 51 49 51，4 4>3，2 50，5 47，4 Nasenhohe 

鼻 恥i 25 (39? ) 25，3 24，8 2;j，u 24，7 Nasenhreite 

数 49，0 (76，6 7 ) 49，0 ~1，G 50，7 52，1 Nasalilldex 

眼2定義太帆 40 40 40，1 :lH，G 40，9 日9，i:l Gl 邑柑teOrl川talbreite

r .. j 喧当t 34 33 34，6 3.1，九 3 • .1，9 33，9 Gro，ste OrLitalhohe ........ 『ま事I

霊ド 1ま 8ろ0 82，0 RG，5 AH， .. 8¥3 ト5，・1 OrhilalinclθE 
♀ 3 占 ♀ 一ω ↑ ♀ 
'l'¥)UO・

T'ilIklllllu 
J:11川nぐr Ainll* 

rυki (recent) (recent) 

*Nach Koganei 

*
小
金
井
氏
ニ
…
城
山
F



第二表 Table II. 

下鰐骨
rvJi 
(A海) 壷(昏男R) 

閥 H守 現代日本人 現代アイヌ* Mandibula 

‘I;t: 男 男女 男 女 男 女

小商問 JIE商E (122) ? Kond.y lellbreite des Unte. kiefers 

下限角関距離 '.){j (<;H)? つ"包 D '，5 102，0 '.l5，fi WinkelbreiもedE'B U IIter kiefl!l's 

限 高 27 30 23 (27)7 (23 )? ~l ~l ，R 32，6 Kinnhohe 

36 15 ((((お右1r) ) ) } 技量E小高 .1ペ 48，布、 45 48 1 ~，5 4 ，1 一 Klein持teAsthδhe 
1.・.、

同 最小幅 21; :lH(布1 日O 34 ;;:1，4 :1l，4 Kleillste A.tbreitc 

E終 数 !iH，3 G8，6 79，2 lG，7 70，8 わワ，0 70，0 rlldex des Unterkiefel 

下 総 厚 . 9 13 。 H 11 Dicke d制 c()rl'¥lSm:tll[，id¥llae 

C 2皇2室~112~盛i
。 ‘t 

。
C l ~ ::l t C 

下~ f(1 JJl: 128 I宮λ 12'1 1主弓 1で3 Winkel des Ul1t円 ki，..ft'1只
♀ 6 I♀ 6 I下 』♀

Todoroki Tsukumo Ko 
Jltp:Lller Ailll1長
(reeent i (reむenti

勢NachKoganei tNach Biiltz 

4く中
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小
金
弁
氏
エ
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h
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w
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内
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…
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第三表 Table III. 

取
-
小
金
井
氏
ニ
篠
山
W

ω
ω

一

M

M

一

自

陶

d

川

一

削

除

回

畑

一

b

n

e

閣

3

一

n

晦

2

U

H

R

一

時

戸

h

d

江

川

4

一

戸

'

y

h

℃

n

L

M

q

一

“叫

m
T

ゆ
・
仰

h

h

u

m

h

M

一

L

誌

P

E

--

r

引

同

一

いし

L

E

]

訂

舵

刊

d

h

M

m

一

的

犯

@

山

此

町
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占

配

・

中

一

E

E

r

e
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-

-

j

 

a

a

唱

比

品

川

直

ai
防

庁

一

円

山

代

田

印

U

A

W

E

m

E

m

u

一

*

k

q

d

r
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り

ド

氏

刊

日

戸

円
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一一
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い
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m
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弘

況

時
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d
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L
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一
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日
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廻
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目
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最
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当~ l'当

大腿汗

最大兵

止在的長

特子最大長

同止理的長 l
，中部矢状径

六!阿栢i径

思|翠数

H 同廻

~. ，上部矢肢径
同横径

卒敏

位

~T\ 垂 i年径

r，oJ 矢吠径

大腿 41・上幅

斗
け
，I
 
楳
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前

記

数

表

に

就

て

は

輩

に

計

測

の

賓

況

を

示

す

じ

止

め

.

比

較

結

果

の

如

何

は

総

て

譲

者

の

意

向

に

一

任

せ
ん
て
欲
し
.
強
て
結
論
の
如
き
を
試
み
ざ
る
べ
し
.
是
れ
所
検
人
骨
教
の
僅
少
な
る
さ
、
接
見
地
の
匿
々
な
る

さ

に

由

、り
、
反
て
誤
謬
に
陥
る
の
慎
あ
れ
ば
な
り
.
従
て
卒
均
中
教
を
示
め
さ
h
v

る
も
亦
同
一

理
由
に
基
く
。

表

中

下

肢

に

於

け

る

一

二

の

教

は

日

本

人

並

び

に

ア

イ

ノ

人

の

敷

さ

は

多

少

差

隔

を

看

る

は

‘

或

は

時

代

の

相

違

よ

り

来

り

た

る

現

象

な

り

や

測

り

難

し

.

腔

骨

隔

型

.

後

術

及

び

傾

斜

角

度

の

大

な

る

が

如

き

必

し

も

石

器

時

代

人

類

の

専

有

な

り

さ

せ

ず

、

現

代

吉

雄

も

未

開

民

族

に

共

通

す

る

貼

よ

り

看

る

も

.

文

化

の

準

歩

さ

是

れ

に

件

ふ

生

活

朕

態

の

接

選

さ

は

、

時

代

さ

倶

に

瞳

形

上

多

少

の

影

響

な

き

を

保

せ

す

、

是

れ

叉

生

物

進

化

の

信

俊

よ

h
す

る

も

敢

て

不

可

能

な

ら

ざ

る

べ

し

.

従

て

蹟

細

の

差

遣

に

就

て

云

々

す

る

は

大

い

に
事
者
の
慎
戒
を
要
す
べ
き
も
の
さ
す
向

小

金

井

博

士

の

言

明

せ

ら

れ

た

る

が

如

く

、

国

府

人

骨

の

現

代

ア

イ

ノ

に

一

致

若

し

く

は

近

似

す

る

は

.

是

れ

を

疑

ふ

仁

は

あ

ら

ざ

る

も

、

互

に

計

測

手

法

の

差

違

ゐ

る

を

見

れ

す

し

て

.

余

の

計

測

を

通

覧

す

る

ご

さ

は

閤

府

人

骨

中

.特

に

大

腿

骨

躍

中

央

部

の

矢

印

欣

横

笛

宰

敷

の

多

大

な

る

も

の

を

除

り

ば

、

現

代

日

本

人

の

差

隔

範
圏
内
に
あ
り
て
敢
て
背
馳
せ
ざ
る
も
の
あ
る
は
、
是
れ
叉
疑
ひ
な
き
も
の
さ
す
。

其
他
園
府
人
骨
さ
倶
に
費
掘
せ
る
(
ご
遺
物
中
石
器
.
土
器
、
祝
部
等
の
他
に
玖
様
の
耳
輸
な
ぜ
を
包
有
せ
る

こ
さ
(
遺
物
に
就
て
は
演
回
数
授
の
詳
報
あ
る
筈
な
り
)
(
二
)
人
骨
委
位
の
賦
況
等
を
綜
合
考
較
す
る
さ
き
は
、
今

果

し

て

ア

イ

ノ

組

先

に

類

似

の

事

賓

あ

り

や

否

や

は

詳

な

ら

ざ

る

も

.

少

く

さ

も

現

代

ア

イ

ノ

さ

は

関

係

な

き
は
明
白
な
ら
ん
て
信
す
。

就

中

人

骨

姿

位

の

如

き

、

余

が

轟

村

貝

塚

及

び

河

内

国

府

に

於

て

経

験

せ

る

事

貫

は

全

く

同

一
軌

に

し

て

図

出

川

及

窃

の

人

骨

七



薗

府

及

血

酬

の

人

骨

七

悉
く
仰
臥
し
、
下
肢
は
股
関
節
及
び
膝
閲
節
に
於
て
屈
折
し
、
膝
を
樹
て
(
内
に
は
土
屠
の
重
量
の
鋳
め
崩
壊
せ

る
さ
察
せ
ら
る
冶
も
の
あ
り
)
.
恰
も
蹄
路
の
姿
勢
を
な
す
が
如
く
、
上
肢
は
肘
関
節
を
屈
折
し
、
雨
手
を
互
に
組

み
て
胸
上
に
安
置
せ
り
、
叉
河
内
の
同
一
地
貼
に
於
て
大
阪
の
大
串
博
士
の
接
掘
に
係
る
も
の
(
同
氏
の
談
話

に
健
る
)
友
び
津
雲
貝
塚
(
内
田
文
皐
士
も
亦
曾
て
此
姿
勢
に
注
目
せ
ら
れ
喜
田
博
士
な
ざ
議
論
あ
り
た
り
さ

云
ふ
、
但
し
考
古
事
数
室
梅
原
蝿
托
の
談
話
に
懐
る
)
の
も
の
も
亦
同
様
な
り
さ
云
ふ
、
是
れ
現
代
ア
イ
ノ
人
の

埋

葬

習

慣

さ

は

少

し

〈

相

違

あ

る

も

の

、

如

し

.

此

に

由

り

是

れ

を

観

る

さ

き

は

、

園

府

の

人

骨

接

見

地

は

現

代

ア

イ

ノ

さ

関

係

な

き

は

殆

ん

て

疑

ひ

を

容

れ
?
、
且
つ
某
彩
し
く
人
骨
の
群
在
せ
る
さ
遺
物
の
種
類
、
様
式
等
さ
よ
り
推
考
す
る
さ
き
は
、
恐
ら
く
古
墳
時

代

若

し

く

は

其

近

き

前

後

に

於

け

る

康

民

の

埋

葬

地

域

な

り

し

ゃ

疑

ひ

な

か

る

べ

く

、

従

て

其

人

骨

の

現

代

ア

イ

ノ

人

に

一

致

若

し

く

は

近

似

す

さ

云

ふ

小

金

井

博

士

の

所

説

は

、

或

は

所

謂

似

て

其

非

な

る

も

の

に

あ

ら
ざ
る
な
き
を
保
せ
今
.

終

り

に

臨

み

我

石

器

時

代

の

住

民

仁

就

て

一
言
愚
見
を
遁
べ
ん
ざ
す
、
元
来
此
問
題
仁
閲
し
て
は
曾
て
坪

井
博
士
は
コ

ロ

ポ

ツ

ク

M
Y

設
を
唱
へ
、
小
金
井
博
士
は
之
れ
に
反
し
ア
イ
ノ
人
設
(
同
氏
薯
「
日
本
石
器
時
代
の

住
民
)
明
治
三
十
七
年
東
京
春
陽
堂
費
行
)
を
唱
へ
ら
れ
た
り
、
さ
れ
ざ
雨
者
の
所
論
を
見
る
に
未

r
首

肯

に

足

る
も
の
な
き
を
遺
憾
ざ
す
、
就
中
館
形
的
人
類
事
の
方
面
に
於
け
る
小
金
井
博
士
の
嘗
時
を
看
る
に
、
僅
か
に

上
勝
骨
、
大
腿
骨
、
腔
骨
の
三
種
の
長
大
な
る
肢
骨
に
於
け
る
計
測
仁
基
き
二
方
諸
家
の
所
設
を
引
用
し
論
擦

を
構
築
せ
ら
れ
、
考
古
事
上
ア
イ
ノ
人
の
石
器
使
用
者
た
る
を
力
説
せ
ら
れ
た
り
.

要

す

る

仁

是

れ

主

ざ

し

て

コ

ロ

ホ

ヅ

ク

Y

詑
仁
抗
排
す
る
の
潟
め
な
ら
ん
な
り
さ
雄
も
、
濁
h
J

ア

イ

ノ

人



の

石

器

使

用

を

是

認

す

る

の

み

を

以

て

し

て

は

、

未

だ

ア

イ

ノ

人

先

住

の

立

論

土

事

も

効

果

を

認

む

べ

か

ら

十

、

必

す

や

同

時

に

日

本

人

組

先

の

石

器

使

用

の

有

無

を

決

定

す

る

の

要

な

か

る

べ

か

ら

子

、

然

る

じ

其

事

な

き

が

如

し

‘

今

若

し

現

日

本

人

の

姐

先

の

石

器

使

用

を

否

定

す

る

の

立

詮

確

固

さ

な

る

に

至

れ

ば

.

求

め

ヂ

し

て

ア

イ

ノ

人

先

住

説

の

成

立

を

看

る

べ

き

も

の

さ

す

.

然

ら

ざ

れ

ば

石

器

の

果

し

て

説

れ

の

民

和

に

属

す

る

か
の
判
定
を
し
て
不
可
能
な
ら
し
め
、
コ

ロ

ホ

ッ

ク

Y

設
の
架
空
な
る
さ
同
じ
く
、
ァ
イ
ノ
設
も
亦
其
論
嬢
の

極

め

て

浅

弱

な

る

を

費

ゆ

る

所

以

な

り

、

況

ん

や

解

剖

事

上

の

事

宵

に

し

て

未

だ

深

く

傾

轄

に

足

る

も

の

な

〈
、
又
本
邦
の
考
古
事
上
の
知
見
を
横
充
す
る
に
従

ο、H
本

人

組

先

の

石

器

使

用

は

漸

く

疑

ふ

べ

か

ら

ざ

る

に
至
れ
る
に
於
て
を
や
.

由
来
考
古
事
者
流
の
研
究
方
法
を
看
る
に
、
任
意
の
傾
向
を
示
し
、
多
く
自
家
の
噌
趣
に
掘
ら
れ
、
未
だ
同
一

遺

跡

よ

b
葉
遣
物
の
全
般
を
皐
げ
て
考
較
す
る
の
方
法
じ
出
で
ぎ
り
し
嫌
な
き
能
は
?
、
所
謂
ア
イ
ノ
式
、
揃

生
式
等
の
命
名
、
類
別
白
如
き
、
偶
々
其
弊
を
露
し
た
る
も
の
に
し
て
、
先
住
民
問
題
上
多
少
の
累
を
及
ぼ
し
た

る
や
も
測
ら
れ
す
。

今

若

し

考

古

撃

を

し

て

異

に

組

織

的

事

術

た

ら

し

め

ん

に

は

須

ら

く

任

意

の

拾

拾

を

麗

し

、

凡

て

遺

跡

よ

り

費

掘

せ

る

遺

物

は

地

屠

を

逐

ふ

て

類

別

し

、

包

合

物

の

全

部

を

奉

げ

て

採

集

す

る

の

必

要

を

畳

ら

一
慮
の

ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
さ
同
時
に
、
人
類
の
遺
壌
に
し
て
存
す
る
も
の
あ
ら
ば
，
細
心
注
意
し
て
悉
く
倶
に
採
集
し

斯
の
如
く
し
て
遺
跡
の
分
盟
、
遺
物
の
分
類
等
を
考
定
し
、
愛
に
始
め
て
.
意
義
あ
る
結
果
を
得
る
も
の
さ
す
、
さ

れ
ざ
従
来
の
如
く
濫
掘
是
れ
事
ざ
し
・
更
に
整
理
を
等
閑
に
附
す
る
に
於
て
は
、
単
に
蘭
学
術
上
貴
重
な
る
遺
跡

を
荒
底
せ
し
め
、
遺
物
を
散
逸
せ
し
む
る
に
過
ぎ
す
、
到
底
期
事
の
進
歩
は
得
て
望
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
.

図

府

及

織

の

人

骨

七



図

的

及

m
酬

の

人

骨

七
四

文

一

方

に

瞳

形

的

人

類

皐

上

に

関

す

る

現

代

日

本

人

陸

白

調

査

に

就

て

は

現

今

の

状

況

猶

ほ

頗

る

幼

稚

に

し

て

準

健

に

足

る

べ
き

何

等

正

確

な

る

資

料

あ

る

事

な

く
、
斯
率
上
先
住
民
問
題
の
如
き
を
論
議
せ
ん
て

す
る
に
際
し
、
僅
か
じ
断
片
的
資
料
に
操
り
是
非
を
決
せ
ん
さ
す
る
よ
り
は
.
先
づ
十
分
信
壌
に
足
る
べ
き
比

陵

資

料

を

し

て

整

m
充

貫

せ

し

む

る

を

第

一

要

義

さ

な

さ

ざ

る

べ

か

ら

す

4
1
余
の
所
見
を
以
て
せ
ば
、
少
な

く
さ
も
東
北
、
閲
束
、
北
陸
.
近
畿
中
園
及
び
九
州
等
の
地
方
に
於
け
る
現
代
日
本
人
の
骨
髄
じ
就
て
、
協
定
的
方

法
に
準
優
し
、
秩
序
あ
る
計
測
を
施
行
し
、
日
本
人
間
に
於
け
る
異
同
及
び
差
隔
を
究
明
し
、
次
で
時
代
的
相
違

の
有
無
を
検
し
、
或
は
他
民
族
さ
の
比
較
に
資
す
べ
き
も
の
ぜ
す
.
一
巾
し
て
今
日
迄
は
我
皐
界
に
於
て
斯
の
如

き
企
園
あ
り
た
る
を
知
ら
示
。

元
来
人
類
事
さ
考
古
事
さ
は
恰
も
、
輔
車
一
層
歯
の
関
係
に
し
て
、
一
民
族
の
研
究
上
、
其
一
を
快
き
で
は
到
底

完
全
な
る
知
識
を
得
ぺ
き
も
の
に
あ
ら
す
、
組
織
あ
り
秩
序
あ
る
研
究
に
由
り
雨
者
互
に
提
携
し
.
以
て
斯
皐

に
貢
献
す
る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
、
集
理
の
啓
費
は
得
て
望
む
べ
か
ら
子
、
而
し
て
其
最
も
必
要
な
る
は
各
本
領
に

聴
じ
、
基
本
的
餌
究
方
法
を
統

一
協

定

す

る

に

あ

九

若

し

同

一

事

項

じ

劃

し

、

各

自

任

意

の

方

法

に

譲

り

研

究

調
査
に
従
事
せ
ん
か
、
其
結
果
頗
る
紛
雑
し
‘
相
互
の
考
較
の
便
を
失
ひ
、
多
大
の
持
費
も
途
に
其
効
を
失
ふ
こ

さ
砂
し
さ
せ
今
、
爾
来
余
は
串
者
の
協
定
的
事
業
を
促
し
た
る
・
}
さ
一
再
に
し
て
止
ま
ら
ざ
る
も
、
常
に
失
敗

に

鯖

せ

る

は

噺

憐

に

勝

え

子

、

而

し

て

其

原

因

の

果

し

て

本

邦

準

者

の

俄

ま

b
に

自

家

の

功

名

心

に

執

著

な

る
に
あ
り
や
、
或
は
研
究
の
異
義
を
解
せ
ぎ
る
じ
あ
り
や
、
或
は
慣
性
勢
を
客
し
む
に
あ
り
や
、
三
者
恐
ら
く
は

其

一

じ

あ

ら

ん

以

上

綾

遁

す

る

ご

こ

ろ

を

以

て

せ

ば

、

我

皐

界

の

現

肢

は

未

だ

先

住

民

の

如

何

を

論

決

す

る

に

足

る

の

資



料
を
拙
吹
き
、
従
っ
て
ア
イ
ノ
先
住
設
の
如
き
、
猶
ほ
幾
多
の
洗
錬
積
充
に
待
た
ぎ
る
ぺ
か
ら
歩
、
況
ん
や
南
洋
民

族

の

移

来

の

如

き

じ

於

て

を

や
a

更

に

以

上

に

操

り

先

住

民

に

閲

す

る

余

の

臆

想

を

遮

ぺ

ん

に

、

余

は

我

邦

土

に

人

類

創

生

の

嘗

初

は

暫

く

論
外
ざ
し
、
他
に
重
大
な
る
理
由
の
存
せ
ざ
る
限
り
、
我
邦
石
器
時
代
は
既
に
今
日
日
本
人
古
溝
す
る
も
の
、

組
先
の
栖
息
し
、
石
器
、
土
器
等
を
製
し
.
又
は
使
用
し
、
我
史
上
諸
種
の
部
麗
を
示
す
は
畢
-
寛
同
一
民
族
の
各
地

に

割

譲

せ

る

に

他

な

ら

今

し

て

、

遂

に

今

日

に

侍

承

せ

る

も

の

さ

想

定

す

る

の

正

嘗

な

る

を

信

守

ん

ざ

す

る

も
の
な
り
、
而
し
て
謹
境
に
あ
り
て
.
は
隣
接
諸
民
族
さ
交
渉
あ
り
て
、
多
少
の
混
請
を
見
た
る
は
、
是
れ
又
疑
を

容
れ
子
、
而
も
人
類
愛
蓬
の
過
程
た
る
石
器
使
用
の
時
代
を
超
化
せ
る
が
如
き
、
文
化
程
度
を
有
す
る
民
族
の

突
如
さ
七
て
現
出
し
、
我
邦
土
の
主
権
を
占
め
た
る
に
は
あ
ら
子
、
是
れ
遺
跡
、
遺
物
の
漸
還
な
る
事
買
に
徴
す

ぺ
く
、
古
く
日
本
の
園
土
に
栖
息
し
、
石
器
を
使
用
せ
る
日
本
民
族
の
或
る
部
麗
に
し
て
、
特
に
支
那
朝
鮮
の
如

き
大
陸
民
族
文
化
に
接
し
、
夙
に
威
化
後
蓬
を
遂
げ
た
る
優
秀
者
の
建
国
統
一
し
た
る
も
の
な
ら
ん
さ
信
子
、

但

し

余

の

所

謂

日

本

民

族

さ

は

固

有

日

本

民

族

を

指

す

も

の

さ

す

。

而
し
て
ア
イ
ノ
人
に
至
り
で
は
其
俗
@
大
い
に
北
方
民
族
(
西
比
利
亜
、
北
欧
等
を
指
す
)
系
さ
共
通
す
る
の

結
よ
り
推
考
す
る
さ
き
は
.
北
方
寒
帯
地
の
郷
土
よ
り
南
下
し
来

b
.途
に

日

本

民

族

さ

鯛

接

せ

る

も

の

、

如

〈
、
其
南
下
時
代
も
蓬
か
じ
日
本
民
族
の
建
園
に
晩
る
、
も
の
に
し
て
.
決
し
て
温
帯
地
方
に
稜
跡
し
北
退
せ

る
民
族
な
ら
ぎ
る
が
如
し
、
叉
某
個
別
接
界
線
は
恐
ら
〈
津
軽
海
峡
を
上
下
せ
る
な
る
ぺ
〈
、
是
れ
寒
温
両
帯
な

る
生
物
界
の
分
瞳
上
、
特
殊
の
限
界
線
の
同
じ
(
津
軽
海
峡
に
存
す
る
よ
り
類
推
す
る
ご
き
は
、
人
類
吉
雄
も

嘗
さ
に
此
の
関
係
な
き
を
保
せ
す
。

図
府
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園

府

及

車

"

の

人

骨

七，、

叉
我
史
上
に
蝦
夷
さ
講
す
る
も
の
は
、
恐
ら
〈
現
代
ア
イ
ノ
さ
同
一
視
す
べ
き
に
あ
ら
子
、
或
は
反
て
日
本

民
族
の
一
部
属
仁
ゐ
ら
ざ
る
や
、
余
は
此
疑
義
仁
就
て
は
長
谷
部
博
士
さ
戚
を
倶
じ
せ
ん
さ
欲
ず
.
又
晦
昧
誇

張

な

る

古

史

浮

動

な

る

言

語

等

は

一

程

度

迄

は

無

論

信

重

す

ぺ

き

な

る

も

.

訟

に

其

範

闇

を

超

絶

す

る

事

蹟

に
就
て
は
、
反
て
端
摩
臆
測
仁
陥
る
を
以
て
、
博
(
人
類
一
般
の
接
連
経
程
に
準
照
し
、
事
貫
に
様
h

推

考

判

定

す
る
は
、
嘗
さ
に
現
代
科
事
的
研
究
の
真
髄
た
る
べ
し
。


